
項
中
「
読
み
替
え
ら
れ
た
新
国
民
年
金
法
」
を
「
読
み
替
え
ら
れ
た
国
民
年
金
法
」
に
、「
給
付
（
」

給
付
（
移
行
年
金
給
付
を
含
み
、」

」
を
「
若
し
く
は

給
付
（
」

又
は

給
付
（
移
行
年
金
給
付
を
含
み
、」

」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
国
民
年
金
法
第
二
十
八
条
の
項
中
「
年
金
た
る
給
付
」
を
「
に
よ
る
年
金
た
る
給
付
」

に
改
め
、
同
表
国
民
年
金
法
第
百
八
条
の
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
の
項
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
八
十
条
の
二
の
項
中
「
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
の
表
昭
和
六
十
一
年
国
民
年
金
等
経
過
措
置
政
令
第
二
十
三
条
の

訓

令

告

示

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
限
会
社
明
星
工
業

京
都
府
亀
岡
市
大
井
町
土
田
三
丁
目
三
十
一
番
十

三
号

鉄
筋
施
工
、
左
官

吉
浜
清
裕

沖
縄
県
那
覇
市
仲
井
真
六
十
八
e

四
新
垣
ア
パ
ー

ト
三
百
三

耕
種
農
業

大
城
清
助

沖
縄
県
糸
満
市
字
真
栄
平
六
十
七
番
地

耕
種
農
業

平成™�年˜月˜�日 木曜日 第�™— 号官 報

（
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条

を
第
一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
未
支
給
の
年
金
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
の
順
位
）

第
一
条

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
未
支
給

の
年
金
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
の
順
位
は
、
死
亡
し
た
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
及

び
こ
れ
ら
の
者
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
の
順
序
と
す
る
。

第
四
条
第
二
号
及
び
第
七
条
第
二
項
中
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め

る
。第

二
十
五
条
第
一
号
中
「
第
八
十
九
条
」
を
「
第
八
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
中
「
第
六
条
の
五
」
を
「
第
六
条
の
六
」
に
改
め
る
。

（
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三

百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
五
条
第
一
号
中
「
妻
」
を
「
配
偶
者
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

（
死
刑
再
審
無
罪
者
に
対
し
国
民
年
金
の
給
付
等
を
行
う
た
め
の
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

死
刑
再
審
無
罪
者
に
対
し
国
民
年
金
の
給
付
等
を
行
う
た
め
の
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
六
項
中
「
と
す
る
」
を
「
と
、
同
項
第
一
号
中
「
七
十
歳
に
達
す
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
日
（
次
号
に
お
い
て
「
五
年
を
経
過
し
た
日
」
と
い

う
。）」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
七
十
歳
に
達
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
を
経
過
し
た
日
」
と
す
る
」に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
又
は
兄
弟
姉
妹
」
を
「
、
兄
弟
姉
妹
又
は
こ
れ
ら
の
者
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
」
に
改

め
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
死
刑
再
審
無
罪
者
に
対
し
国
民
年
金
の
給
付
等
を
行
う
た
め
の
国
民
年
金
の

保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
六
条
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
死
刑
再
審
無
罪
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
法
務
省
告
示
第
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
日
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
七
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
六
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
内
閣
府
訓
令
第
四
十
七
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
経
済
財
政
運
営
担
当
の
項
１
第
四
号
中
「
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項

第
三
号
の
二
」
を
「
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
三
」
に
改
め
、
同

項
５
中
「
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
二
」
を
「
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
三
」
に
改
め

る
。別

表
経
済
財
政
分
析
担
当
の
項
１
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

国
家
戦
略
特
別
区
域
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
国
家
戦
略
特
別
区
域
を
い
う
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的

な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
経
済
財
政
分
析
担
当
の
項
中
14
を
16
と
し
、
13
を
14
と
し
、
14
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

15

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
経
済
財
政
分
析
担
当
の
項
中
12
を
13
と
し
、
７
か
ら
11
ま
で
を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
、
６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

７

国
家
戦
略
特
別
区
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
計
画
に

関
す
る
こ
と
、
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
同
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特

区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及

び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
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